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特別展『“詩”から見たアジア・アフリカ世界』始まる

ーパネル展示と現物展示で一

アジア・アフリカ図書館では、昨年、『アラビアン

ナイトの世界』の特別展を行い好評を得ましたが、活

動の活性化を図るため、平成 28年度の特別展『“詩”

から見たアジア・アフリカ世界』を始めました。それ

は当館には郭沫若をはじめ、詩に関わる図書 100点以

上を所蔵していること、‘‘詩’'を通してアジア・アフ

リカ世界に関心を持っていただきたいことなどからで

す。‘‘詩’'といっても広範にわたりますので、今回は

中国とインド、アラブを取り上げました。

特別展は、パネル展示と書架を使った現物展示からで

きています。2階の図書館を入ってすぐの受付正面の壁

面には、各地域で古代からどのようにして喩寺’'が発展

してきたかを、パネルを用いてわかり易く説明し、その

中でも特筆すべき著名な詩人の作品を紹介しています。

また、書架の一角には、当館所蔵の“詩”に関する図書

の中から選んだ珍しい図書の現物を展示しています。

図書館には中国、インド、アラブ関係の他分野の本

も多数所蔵しており、また、その他のアジア、アフリ

カの国々について日本語で書かれた本の閲覧、貸出も

図書館長あいさつ

図書館所蔵の貴重な図書・文化資源を生かす

アジア ・アフリカ図書館は、 1957年に設立した

「郭沫若文庫」の図書や諸資料を市立南部固書館に

展示したり、両館共催の事業（みんなみフェスタ）

や当図書館の「アジア・アフリカを知る集い」を

行ったりして利用の拡大や充実を図っています。昨

年度のこれらの行事には多くの市民や支援者が参加

して好評を得ました。

当館では、昨年度の「アラビアンナイトの世界」

できます。奥の集密書庫には、アジア・アフリカ各種

言語の原書も所蔵 しており、お申し出があればいつで

も閲覧できます。

静かな住宅街の中にある異文化空間のようなアジ

ア・アフリカ図書館で、これらの世界や文化に触れる

旅に出てみませんか。

.......................................................................... 

: rァル・アガーニー』

アル・イスファハーニー (897~ 966)という学者が編纂した：
：もので、彼の時代までにうたわれていた歌を収録し、歌の作者で：
：ある詩人の伝記やその言い伝え、ウマイヤ朝 • アッパース朝の宮 ：

：廷や社会の有様についても記録しているため、ジャーヒリーヤ時：
：代から九世紀に至るまでのアラブ文化を知る上で今日重要な資料：
： となっている。

： この版では、全巻揃えて並ぺると背に 「アル・アガーニー」の：
：文字が浮き上がるように装禎されている。
・.............................................................................. : 

アジア・アフリカ図書館長 篠原 昭雄

に続いて、今年度は「“詩＂から見たアジア・アフ

リカ世界」をテーマに特別展示を行い、同時に諸行

事を関わらせて、更に充実を図ることにしました。

これらを通して

現代のアジア・ア

フリカ世界に親し

む手掛かりにして

いただければと期

待しています。
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特別展 『‘‘詩’'から見たアジア・アフリカ世界』

I 文学史年表（日本・中国・インド・アラブ） 一

日本 中国

周

BC6C「詩経」

春秋 ・戟国
BC450頃孔子 「諸語」

棄
BC221始呈帝中国を統一

前漢

BC90頃司馬遷 「史記j
BC6頃 劉向 r楚辞」

インド

インダス文明繁栄
BC18C rリグ・ヴェーダ」

アラブ アジア・アフリカの詩から （総論） 郭沫若の詩について

•• 
.•.... 

髯

□
 

仏教成立 (BC5世紀）

BC317~180 
マウリア朝
創始者チャンドラグブタ
アショカ王 (BC268~232)

6C頃漢字が輸入される

奈良時代
712「古事記j
771~防葉集」

平安時代
905 「古今和歌集」
1001頃 「枕草子J
1004頃 「源氏物語J

鎌倉時代

江戸時代
松尾芭蕉 (1644~1694)
1102 r奥の細道」
小林一茶 (1763~1828)

明治時代
1882 「新体詩抄J

南北朝

531 「文遺」

屠
李白 (701~762)
杜甫 (713~770)

明

「三国志J

施耐庵 「水滸伝J
呉承恩 I西遊記J

清
曹雪芹 r紅楼夢J

中華民国～中華人民共和国
郭沫若 (1892~1978) 
1921 「女神J

3Cヴァールミーキ
rラーマーヤナJ

320頃チャンドラグプタ朝
4C ヴィサーヤ

rマハーバーラタ』
古典文化（サンスクリット文学全盛）

5C カーリダーサ
「シャクンタラー」

11C ジャヤデーヴァ
Iギータゴーヴィンダ」

1206 デリースルタン
（奴隷・インド初のイスラム王）朝始まる

1498ヴァスコ・ダ・ガマ、
カリガソトに来る．

1612英・東インド会社設置
1632タージ・マハル廟起工
1757ブラッシーの穀い
1800フォート・ウィリアム

カレッジの設立
1804ムガール帝国

1819英シンガポール違設
インド帝国 (1877~1947)

成立
1858ムガール帝国滅亡
1885インド国民会繕開催
タゴール (1861~1941)
1909「ギータンジャリ」
1913 タゴールがノーペル文学賞を授

与される
1914第一次世界大戟
1914タゴール対英協力を発表

1947インド連邦独立
1950インド共和国成立

500頃～622
ジャーヒリーヤ時代
パスースの穀い
610頃ムハンマド・イスラム教創始

622 ムハンマドのメディナ移住
イスラム屈開始

650コーラン成立
661 4代カリフのアリー暗殺され、

シーア派成立

アッパース朝 (750~1258)

8C頃 「ムアッラカート」

アプー・ヌワース (757~810頃）

ムタナッピー (915~965)

10C頃アブ・ル・ファラジ

アル・イスファハーニー
rァル・アガーニー」

1798ナポレオンがエジブトに侵入

アハマッド・シャオキー （エジプト）
(1868~ 1932) 
ハーフィズ・イブラヒーム
（エジブト）（1872~1904) 

ハリール・マトラーン（レパノン）
(1871~1949) 

ナジク・アルーマライカ（イラク）
(1923~2007) 
マフムード・ダルウィーシュ
（バレスチナ） （1941~2008) 
アドニス （シリア） （1930~) 

「詩」というと、とかく難解でわかりにくいと思われがちです。確か

に小説などの散文に比べて、文学的な技巧（テクニック）を使いルール

を知らないと十分に理解出来ないという側面があります。しかし、古代

文明の開けたアジア・アフリカ世界には古くから詩が存在し、広大な自

然や人間、社会について詠（うた）われて来ました。近 ・現代の文学は

ヨーロッバの影響を色濃く受けていますが、欧米の植民地政策が始まる

以前の古代 ・中世に既にアジア ・アフリカ文明の中に優れた「詩」が

あったことを、この展示で紹介いたします。独自の文化と時代と同時に

育った「詩」を通してアジア ・アフリカ世界を見ていきましょう。

今回の展示で主に扱っているのは、中国、インド、アラブです。いずれ

も太古から文明の開けた地域で、周辺諸国に大きな影響を及ほしました。

中国は、三千年の長い歴史を持つ大国です。そこに生まれた詩は、日

本や韓国や東南アジア諸国にも大きな影響をおよぽしました。当図書館

には詩人としても知られる中国の偉大な文人郭沫若から寄贈を受けた郭

沫若文庫があり、直筆による絶句や律詩の書も所蔵していますので、そ

れを取り上げました。

インドもまた、中国と並んで古代文明を発展させました。サンスクリッ

ト語の叙事詩「マハーバーラタ」と「ラーマーヤナ」は、古代の優れた

インド文明を今に伝えています。インドはイギリスの植民地時代を経て

独立しましたが、その時代にノーペル賞詩人タゴールが生まれています。

アラブにも古くから「詩」の文化が芽生えました。現代でもアラブ世

界では散文より「詩」が高い文学的評価を得ていると言われています。

今回の展示をご覧になり、「詩」を通してさらにアジア • アフリカ世

界に関心を持っていただき、より理解を深めるきっかけにしていただけ

ればと思います。

日本の詩歌：中国の詩を「漢詩」として継承する一 方、「かな」

の成立 を機に、日本独自の詩歌を発展させた。

奈余世武余麻佐礼留 多 可 良 古 余 斯 迦 米 夜 母銀母 金母玉母

銀 （しろがね） も 金 （ く が ね ） も 玉 も何せむにまされる宝

子に如（し）かめやも

（万業集 より、山上憶良： 「子らを思（ しの） へ る 歌」の反歌）

郭沫若 (1941) 第一H集 r女神」の表紙

郭沫若は、ロマンチシズムの詩人として、古くから中国文学の主流であった旧詩（文語定型詩）にかわ

り、新詩（口語による自由詩および新定型詩）を発表し、中国の現代新詩の基礎を築きました。当時の中

国では、封建的な旧来の文化、思想を一新しようとする文学革命や五四新文化運動が起こっていました。

代表作となった第一詩集 「女神」は、日本留学中の作品を含む 54首の詩と「女神之再生」

など 3編の詩劇からなり、因習への反抗、自由への憧れ、新しい文化創造の情熱という時代の

精神を体現するものとして、若者たちの心を掴み、爆発的な人気を得ました。

九州大学在学中の 1921年に「創造社」を結成し、中国で同人雑誌 「創造季刊」「創造週報」

などを創刊し、多くの新進気鋭の青年の作品や外国の名作を掲載しました。その中で自身の作

品も発表し、中国の新文学の道を切り開きました。 1926年に出版した 「瓶（つほ）」は、革命

文学を唱えだしていたため発表したがらなかった郭沫若を、郁達夫らが無理に説得して発表さ

せた詩集だといいます。付記にて郁達夫は、 「この詩にあるような女性にたいする情熱も、やが

ては専制主義の帝王の宮殿をやく炎と変ずるであろう。」と記しています。

郭沫若の詩は、妻“をとみ’や家族にあてた詩、旅行先を描写した詩など、生涯にわたって

あらゆる場面で思いのたけを表現しています。
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郭沫若の書： 「荘子」 逍遥遊篇の一部

「荘子」は荘子の著書とされる道家の文献で、唐の時代の作です。郭沫若は 「荘子」を愛読し、

荘子の汎神論の思想の影響を受けたと言われます。「逍遥遊篇」は内篇に含まれ、内篇では素朴

な無為自然を説くといわれています。当館所蔵の郭沫若文庫にも、荘子をはじめとした古典の

文書が多数あり、郭沫若の中国古典への造詣が深かったこともうかがえます。

郭沫若 「女神」 より： 「女神之再生」（抜粋）

［原文］ ［和訳］

一破了的天体念仏処宣咲 一破れた天体はどうすればいいのか？

ー再去焙些五色彩石来朴好他器？ 一再び五色の石を作って修復するか？

ー那祥五色的京西此后莫中用了 ！ 一五色のものはもはや役に立たない！

我1n尽他破坪不要再ネト他了I 破壊された天体を修復するのは止そう！

待我ii]新造的太阻出来、 新しく作られた太陽が出て、

要照拘天内的世界、天外的世界！ 天内、天外の世界を照らし尽くすだろう l
（「《女神》及侠詩、人民文学出版、2008」p.12より抜粋） （「藤田梨那訳、 r女神」全訳、明徳出版、201l」p,26より引用）

タゴールやホイットマンの影響を受け、郭沫若が 1919年から 1920年に重いた詩が大部分を占め
る詩集 「女神」の中でも重要なのは、「女神の再生」です。
古代の神話に取材し、創造と再生を主題としています。五四運動以降の時代の流れの中で、旧体制

を打破し新しい世界を創造しようという呼びかけがこの詩のテーマです。

中国の詩と郭沫若

中国の詩は三千年の歴史を持つと言われ、最古の詩集である 「詩経」が成立し

たのは紀元前十二世紀から紀元前六世紀までの間です。それには、三百五篇がお

さめられていますが、創作年代や作者はわかっていません。 「詩経jの大部分は各

地の民謡よりなり、一句四言からなる四言詩で、中には叙事詩もありますが主流

は叙情詩でした。

春秋時代から独自の文化を保有していた楚（そ）国では、戦国時代の悲劇の詩

人屈原（紀元前約 340年～ 277年）の作品を中心として 「楚辞（そじ）」が編慕

されました。

唐の時代になると絶句（ぜつく）や律詩（りっし）が整備されて、詩聖と呼ば

れる李白や詩仙杜甫など多くの詩人が活躍しました。唐代は中国文学史上詩の黄

金時代と言われ、唐代までの形態の詩を古体詩（こたいし）、律詩（りっし）や絶

句（ぜっく）など韻律（いんりつ）に一定の形式を持つものを近体詩（きんたい

し）と呼び、これらは唐代に完成しました。この形態の詩は長く取り上げられて

おり、近 ・現代においても読まれています。

中国の詩がアジア諸国におよぽした影響は多大で、日本や韓国、東南アジアで

も漢詩が現代でも作られています。 20世紀になると欧米の影響を受けて自由な

現代詩が生まれました。詩人としても名高い郭沫若も、 1919年上海の 「学灯」

に数編の詩を発表したのを最初に、処女作 「女神」をはじめ、タゴール、ゲーテ

などの影響を受けて、現実への反逆的な詩を創作して中国ロマン主義の中心と言

われました。
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「マハーバーラタ」より、クルクシェートラ
の戟いの図．

インドの詩について

インドでは古代から中世にかけてサンスクリット語による文学が栄えました。中でも有名なのが、インドの国民的二大叙事詩、 「マハー

バーラタ」と 「ラーマーヤナ」です。特に 「ラーマーヤナ」は英雄ラーマの武勇伝を主題とする一方で、その妃シーターとの夫帰愛の物

語でもあります。これらの叙事詩はヒンドゥー教の教えに基づいており、 「ラーマーヤナ」はインド文化と宗教の広まりと共に東南アジア

などへ普及して、現在でも踊りなどの芸能の中にテーマとして取り上げられています。チベットやコータンなどの北方では影絵芝居に、

中国では仏教の経典の中に取り上げられ、日本でも奈良時代の舞楽に現れています。 「マハーバーラタ」は4世紀、 「ラーマーヤナJは

3世紀の作と言われますが、 4世紀から 5世紀にかけてのチャンドラグブタ 2世の治世には宮廷詩人として活躍したり、 「リトゥー ・サ

ンハラ」（季節集／季節のめぐり）を詠（うた）ったカーリダーサも知られています。 「マハーバーラタ」に登場する女性を主人公として

王との恋を書いた詩 「シャクンタラー」は、後に翻訳されてヨーロッバにも紹介され、「インドのシェークスピア」とまで言われました。

13世紀にムスリムの進出によってデリー・スルターン朝が誕生すると、ペルシア語やアラピア語の影響を受けたヒンディー語やウル

ドゥー語が生まれました。インドの地方語であったペンガル語での文学も栄え、近代にはラピンドラナート・タゴール (1861年～ 1941

年）が登場します。彼はイギリスの教育を受け留学もしていますがインドの独立に貢献した人物で、自ら英訳した 「ギータンジャリ」

(1910年）は 1913年にアジアで初のノーペル文学賞を受賞しました。

ラピンドラナート・タゴール (1861年～ 1941年）
19世紀のインドはイギリスの楢民地で、様々な西洋の影響を受けました．20世紀初頭にかけて、封建時代からの脱却と植民

地からの解放を願い、新しい祖国建設の機運が高まっていました．
タゴールはインド古代の詩に精通している上にイギリスの留学の経験もあったため、東西の影響を受けた詩を書きました．植民

地からの解放に関して、狭義の愛国心ではなく、彼の作品は東西を融合させた世界的なヒューマニズムヘと昇蕪してゆきました．
特にアジア初のノーベル賞受賞となった詩集「ギータンジャリJは、例示の詩に見られるように、宗教的であり神との対話であ

ると言われています．

タゴール作英訳詩集 英訳詩集「ギータンジャリ」第一歌（和訳）

「GITANJALI（ギータンジャリ）」 御身は私を無限なものとした。それが御身の喜びである。このか弱い

THOU hast made me endless. such is thy pleasure. 
器を御身は幾度もからにし、また何時も新しい生命で満たす。

This frail vessel thou emptiest again and again. and 
fillestitev邸 withf「eshl"e． この小さな葦笛を御身は山を越え、谷を渡って持ち運んだ。 そして永
This little flute of a reed thou hast car「iedover hills 遠に新しい翡ぺをそれを通して吹いた。御身の不滅の手が触れる時、
and dales. and hast b「eathedth「oughit melodies 私の小さな心は喜びにあふれ、 言いようもない叫びをあげる。
eternally new. 

At the immortal touch of thy hands my little heart loses 御身の賜物はこれらの極めて小さな私の両手の上でのみ私にくだる。年
its limits in joy and gives birth to utterance ineffable. 
Thy infinite gifts come to me 

月が過ぎて行く。それでも御身は注ぎ、なおも満たすぺき余地がある。

叩 yon these very small hands 
of mine.Ages pass, and still thou 
paurest. and still there is room 
to fill 

GITANJALI 
(London. Macmillan.1962)より

タゴールの写真
(1909) 

「タゴール生誕百年記念論文集第五章・英訳詩集「ギータンジャリ」について（山口

清）Jより．
（タゴール記念会編、 1961年、タゴール記念会発行）

「このか弱い器」、「この小さな葦笛」、「これらの極めて小さな私の両
手」は有限の人間を表しており。タゴールは有限の人間の中に無限者
（神）の創造を見、又、人間そのものの中に神を見ます。この発想は古
代インドの思想にも深く根差していると言われています．

カーリダーサ作 ：「リトゥーサンハラ」（季節集）

第6章春第1歌
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70頁第6章審の顧
サンスクリット騒沿本

春は武夫（もののふ）寄せ来り

花爛漫のアモラ樹（じゅ）の

新芽（にいめ）鋭き矢をとりて

鰻の柱のーすぢに (1)

起（た）ちて張りたる弓弦（ゆづる）ひき

歓喜（よろこび）楽（ねが）うひとびとの

心円（ぬ）くとや 愛（かな）し君

1蜂が群起つて相つらなり、縁状をなしゐる
(dv,reかarnala)のを言うのである．あたかも蚊柱の
起つている有様に会い似たものであろう．第六葦二十八
参照．（原注）

「カーリダーサ選集： 1 季節集 木村秀雄
訳、秋田屋、 1949 」より

この詩の作者のカーリダーサは、 5世紀頃

の古代インド詩人で、 「リトゥーサンハラ」（季

節集／季節のめぐり）でインドの六つの季節

を中心に、モンスーンと猛暑をはじめとした

インドの自然の厳しさを見車に詠いあげてい

ます。

インド古詩：バルハルトリ作：上田敏訳

（現代日本文学全集 20上田敏集、厨川白村

集、阿部次郎集より）

きみがまなこは膏蓮に

きみが白歯は茉莉花に、かんばせ、は

すの香に匂う。

さればその身もたをやげる

葉にこそあれと、思えども、

石にも似たるその心。

カーリダーサの肖像

---・ -・ 
「ラーマーヤナ」より、
ラーマ王の即位の図．
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「アラブ飲酒詩選」
（アブー・ヌワース著
1988年岩波書店発行）
の表紙カパー
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アラブの詩について

イスラーム教が現れる 7世紀初頭以前のジャーヒリーヤ時代（紀元 5世紀から 6世紀

頃）には自然や戟いや恋愛を詠（よ）んだ詩人が活躍しました。これらの詩はおもにロ

承で伝えられ、イムルウ・ル ・カイスなど偉大な詩人が登場しました。

アラブでは、砂漢という厳しい自然の中で、さまざまな部族が牧草と水を求めて遊牧

を営み、それをめぐって争っていました。詩人たちは部族への忠誠心や戦いの武勇伝を

詩に詠（うた）いました。このような部族連帯の精神は「アサピイヤ」と呼ばれ、詩人

たちは自部族の名誉を守るための重要な役割を果たしていました。

アラブ詩の完成は6世紀、「バスースの戦い」の終わりころとされ、その後の 「ムアッラ

カート」（名詩選）で 7人の詩人が選ばれ、アラブ詩のスタイルを確立し芸術として高めました。

イスラーム誕生以降は、コーラン（イスラーム教の聖典）の言葉がアラピア語となり、

イスラーム教と同時にアラピア語も普及して行きました。アラブは多くの部族に分かれ、

方言も数多くありました。人々が集まって詩の競争などが繰り広げられ（ウカーズ市場）

るうちに共通語が生まれ、最も強大な部族であったクライシュ族の方言が今のアラピア

語の基礎となったと言われます。

その後、アラブの詩は 19世紀後半からは、表現や題材において近代西洋文学の影響

を受けましたが、使われる語彙（い）は変化しても、詩の文法やアラピア古詩の伝統は

今も受け継がれています。

ガザル ・アイーフ（清らかな恋愛詩）

ジャミール・イブン・マアマル・アルウズリー(~701)作
【原詩】
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［和訳l師岡カリーマ ・エルサムニー訳

私が盲人となり聾者となれば ブサイナは
姿を隠さずにこの手を引いてくれるのに

暉閾カリーマ ・エルサムニー先生

ならばせめて私から奪った理性の一部でも 生きていくために返し
たまえ l
そう請うても彼女は素知らぬ顔で、「それは無理なはなし」と答え
るばかり
クラーの谷で一夜を過ごすことができれば それだけで僕は幸せだ
彼女たちとの語らいは喜びで 彼女たちのもとで死ぬ男は殉教者だ
若き日が戻るなら ああブサイナよ 過ぎ去りし時代が再び訪れるなら
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】
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[O図 書館情報 ～図書館の活動と近況～

アジア・アフリカ図書館は、アジア・アフリカ世界の情報に特化した専門図書館で、語学院生（留学生や研修生）

や学術研究者をはじめ一般市民の方々にも公開しています。以下、最近の図書館活動の状況を紹介します。

► 研究者の調査研究

成家徹郎先生 （中国古代研究、大東文化大学）、崎川

隆先生 （中国古代文字研究、中国吉林大学）、松宮貴之

先生（書家、 佛教大学）、大学院生などの研究者が、郭

沫若文庫の資料研究で来館し、学会誌等に発表されま

した。また、今年 3月には、中国の郭沫若研究会名誉

会長の郭平英さん（郭沫若の娘）と 7人の中国人学者な

どが来館され、当館郭沫若文庫所蔵の資料や郭沫若直

筆の書などをご覧になりました。

► 特別展示
昨年は、 「アラビアンナイトの世界」の企画展を行い

ました。2016年度は「“詩'’から見たアジア・アフリカ

世界」と題して、中国、インド、アラブの各地域で “詩”

がいかにして発展したかを説明し、各地域の著名な詩人

の紹介を壁面と書架において展示しています。

► 「アジア・アフリカを知る集い」

毎年「アジア・アフリカを知る集い」として講演会活動

等を行っています。本年 1月31日に、第 24回を行い、

「アラビアンナイトを生んだアラビア語の世界」と題して

NHK講師の師岡カリ ーマ・エルサムニー先生が講演さ

れ、市民も含め 50名を超える参加がありました。

► 開館 2 周年記念行事“みんなみフェスダ'

三鷹市立南部図書館と共催で、 11月22日に開館 2周

年記念行事が行われました。元北海道教育大学教授で

多数の世界史や世界史教育の著述家として知られる、宮

崎正勝先生による 「イスラームの飛躍の時代とアラビアン

ナイト」の講演会や語学院生が参加した 「留学生と遊ぼ

う」には多くの市民や児童•生徒も参加して盛会でした。

宮崎先生の講演

► 秋の図書館行事予定

今年も秋以降「アジア・アフリカを知る集い」や「開

館周年記念行事」“みんなみフェスタ’'、展示会などで、
もよお

「アジア・アフリカの‘‘詩”や文化」にちなんだ催しを行

う予定です。

► 古書のリサイクル市

年2回、固書館で古本のリサイクル市を実施し、多く

の方が無料のリサイクル本を持ち帰られました。

► 中江利忠さんの写真展

「みんなみフェスタ」の宮崎先生の講演会に合わせて、

当文化財団理事であり元朝日新聞社社長の中江利忠さん

の「戦後 70年の世界の歴史や文化を振り返る」写真展

がエレベーターホールにて開催され、多くの方々が観覧し

て好評でした。

2014年度ー 2015年度の利用状況比較
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年度別利用者数

三鷹市 教慌且 学生 その他 全体

年度別貸出冊数

■2014年度 ■2015年度

→．鷹,Ii 教臓R 学生 その他 全体

図書館では上記の行事に関連した図書も収集してお

り、また、寄贈いただいた図書の整理を行って、これか

らも新しい図書を購入してより質の高いサービスを提供す

ることにしています。なお、図書の貸出には利用登録が

必要です。

アジア・アフリカ文化財団経営 アジア・アフリカ図書館

開館日：火、水、金、土、日（第 3水曜、年末年始を除く） 開館時間：平日＝12時～ 17時、土・日： 9時半～ 17時

〒 181-0004 東京都三鷹市新川 5-14-16 Tel: 0422-44-4640 Fax: 0422-46-5107 
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ジャーヒリーヤ文化の一考察

イスラム黎明期の詩について

アジア・アフリカ詩集
世界現代詩文庫； 1

57 lアラプ飲酒詩選 アブー・ヌワース［著］

ルパイヤット オーマー濾カイヤム著

J-4 ルパイヤアト ウマル・ハイヤアム〔著〕

文学 J-5 ルバイヤート オマル・ハイヤーム作

ン文学 J-6 レバイヤート オマル・ハイヤーム作

ン文学 J-11 ペルシアの詩人 蒲生礼ー著

ペルシアの詩人たち 黒柳恒男著

13 イラン文学 J-17
ルパイヤートの謎ペルシア詩が誘う

金子民雄 2016 集英社
考古の世界

14 インド文学 J-14 シャクンタラー カーリダーサ著 1956 刀江書院

15 インド文学 J-15 ラグヴァンシャ カーリダーサ著 1976 
平凡社教育産

16 インド文学 J-16 タゴール 1961 
会

1 7 インド文学 J-17 四重唱タゴール著作集第6巻 大類純［ほか］訳 1 959 アポロン社

18 インド文学 J-18 新月・回丁タゴール詩選； 1 宮本正清•藤原定訳 1967 アポロン社

1 9 インド文学 J-19 幼な子の歌
タゴール（ロピンドロナート・

1991 
曰本アジア文

タクル）著 学協会

文学 J-20 上
タゴール著

1986 第三文明社

R. 
大西正幸訳

ノズルル詩集 カジ・ノズルル・イスラム著

イヅ一詩集 サロジニ・ナイヅー［著］

インド文学 J-29-8
うひとつの夢

丹羽京子編訳
アジアの現代文芸； India;8 

インド文学 J-35 クリシュナ第1巻 堀田和成著

26 Iインド文学 J-36 クリシュナ第2巻 堀田和成著

ド文学 J-37 クリシュナ第3巻 堀田和成著

ンド文学 J-38 クリシュナ第4巻 堀田和成著

文学 J-39 インド集世界文学大系 4 辻直四郎［ほか］訳

インド文学 J-40-1 マハーパーラタ第1巻 山際素男績訳

インド文学 J-40-2 ハーパーラタ第2巻 際素男編訳

インド文学 J-40-3 マハーパーラタ第3巻 際素男編訳

ンド文学 J-40-4 マハーパーラタ第4巻

ド文学 J-44 ラーマーヤナ世界文学全集； lll_2

ド文学 J-52 季節集カーリダーサ選集 1

ド文学 J-54 ヴェーダ世界古典文学全集： 3

ド文学 J-55 タゴールと日本

サパルディ・ジョコ・ダモノ詩集世界
印堂哲郎網訳

現代詩文庫 10．インドネシア詩集 1

ネシア文学 J-38 ヌサンタラ詩抄 印堂哲郎訳

ネシア文学 J-39 人は遠い島に 舟知恵訳

ネシア民族・文化
ヤンジャワの影絵芝居

ネシア民族・文化
ワヤンを楽しむ 松本亮著

ドネシア民族・文化
福岡まどか

8 
岩城雄次郎編訳

サク ジット・プミサク［ほか］

ール名詩選 佐伯和彦訳註
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48 バングラデシュ文学 J-2 バングフデシュ詩選集
丹羽京子編訳 2007 

大同生命国際
アジアの現代文芸 Bangladesh: 2 文化基金

49 ペトナム J-5 ベトナムの詩と歴史 川本邦衛著 1967 文藝春秋

50 ベトナム J-6 ベトナム詩集世界現代詩集 11 大島博光編訳 1967 飯塚書店

51 マレーシア J-9 パントン 吉岡一彦訳編 1988 花神社

52 中国文学 J-3-1 杜 詩 第1冊 ［杜甫著］ 1963 岩波書店

53 中国文学 J-3-2 杜詩第2冊 ［杜甫著］ 1963 岩波書店

54 中国文学 J-3-3 杜詩第3冊 ［杜甫著］ 1963 岩波書店

55 中国文学 J-3-4 杜 詩 第4冊 ［杜甫著］ 1963 岩波書店

56 中国文学 J-3-5 杜 詩 第5冊 ［杜甫著］ 1963 岩波書店

57 中国文学 J-3-6 杜 詩 第6冊 ［杜甫著］ 1963 岩波書店

58 中国文学 J-3-7 杜詩第7冊 ［杜甫著］ 1963 岩波書店

59 中国文学 J-3-8 杜詩第8冊 ［杜甫著］ 1963 岩波書店

60 中国文学 J-4 陸滸 小川環樹著 1974 筑摩書房

61 中国文学 J-11 朱屎詩集伝全注釈 1 朱窯 1996 明徳出版社

62 中国文学 J-16 白楽天研究 堤留吉著 1969 春秋社

63 中国文学 J-18 白楽天 堤留吉著 1957 敬文社

64 中国文学 J-28-1 詩経國風上 中國詩人選集 1 吉川幸次郎注 1958 岩波書店

65 中国文学 J-28-2 詩経國風下 中國詩人選集 2 吉川幸次郎注 1958 岩波書店

66 中国文学 J-28-3 曹植 中國詩人選集 3 伊藤正文注 1958 岩波書店

67 中国文学 J-28-4 陶淵明 中國詩人選集 4 ー海知義注 1958 岩波書店

68 中国文学 J-28-5 寒山 中國詩人選集 5 入矢義高注 1958 岩波書店

69 中国文学 J-28-6 王維 中國詩人選集 6 都留春雄注 1958 岩波書店

70 中国文学 J-28-7 李白上 中國詩人選集 7 武部利男注 1957 岩波書店

71 中国文学 J-28-8 李白下 中國詩人選集 8 武部利男注 1957 岩波書店

72 中国文学 J-28-9 杜甫上 中國詩人選集 9 黒川洋一注 1957 岩波書店

73 中国文学 J-28-10 杜 甫 下 中國詩人選集 10 黒川洋一注 1957 岩波書店

74 中国文学 J-28-11 輯愈 中國詩人選集 11 渚水茂注 1958 岩波書店

75 中国文学 J-28-12 白居易上 中國詩人選集 12 嵩木正一注 1958 岩波書店

76 中国文学 J-28-13 白居易下 中國詩人選集 13 高木正一注 1958 岩波書店

77 中国文学 J-28-14 李賀 中國詩人選集 14 荒井健注 1959 岩波書店

78 中国文学 J-28-15 李商隠 中國詩人選集 15 高橋和巳注 1958 岩波書店

79 中国文学 J-28-16 李娼 中國詩人選集 16 村上哲見注 1959 岩波書店

80 中国文学 J-28ー別巻 唐詩概説 中國詩人選集別巻 小川環樹著 2005 岩波書店

81 中国文学 J-28-総索引 中國詩人選集紐索引 吉川幸次郎 1959 岩波書店

82 中国文学 J-29 李白と杜甫 郭沫若著 1972 講該社

83 中国文学 J-30 台湾万葉集続編 孤蓬万里編著 1995 集英社

84 中国文学 J-46 桃源詩話 勝部孝ー著 1987 国文社

85 中国文学 J-53 詩経 海音寺潮五郎訳 1974 講談社

86 中国文学 J-54 中国文学館：詩経から巴金 黎波著 1984 大修館書店

87 中国文学 J-55 唐詩その伝達の場 鈴木修次著 1976 .ロ,．^u“L*入 心^  
88 中国文学 J-56 陶淵明虚構の詩人 ー海知義著 1997 岩波書店

89 中国文学 J-57 漠詩歳時記 渡部英喜著 1992 新潮社

90 中国文学 J-64 ウイグルの詩人アフメットジャン・オス
アフメットジャン・オスマン 2015 左右社

マン選詩集

91 中国歴史 J-23 毛沢東その詩と人生 武田泰淳 1965 文藝春秋新社

92 日本文学 J-24 春の水 近藤博子 2000 風響社

93 日本文学 J-27 弥生の光 近藤博子 2006 風響社

94 朝鮮半島文学 J-32 韓国の古時調 若松実編著 1979 高麗書林

95 朝鮮半島文学 J-33 朝鮮の詩ごころ 手学準［著］ 1992 講談社

96 朝鮮半島文学 J-34 韓国発禁詩集 許集編訳 1978 二月社

97 朝鮮半島文学 J-35 韓国現代詩選 茨木のり子訳編 1990 花神社

98 朝鮮半島文学 J-36 朝鮮詩集 金素雲訳・編 1954 岩波書店

99 朝鮮半島文学 J-37 空と風と星と詩 手東柱［著］ 1984 記録社

100 朝鮮半島文学 J-39 朝鮮童謡選 金素雲訳編 1972 岩波書店

101 朝鮮半島文学 J-40 朝鮮民謡選 金素雲訳編 1972 岩波書店

102 朝鮮半島文学 J-47 朝鮮詩集 金素雲訳・編 1954 岩波書店

103 朝鮮半島文学 J-52 五賊黄土蛮語 金芝河著 1972 青木書店

104 
芸術芸能 J-15

ジャワ影絵芝居考 松本亮著 1982 誠文図書
新装改訂版

ー，ー
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